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がんとの闘いに終止符を打つために

亡くなる40%の約半分は
早期発見・早期治療、
均てん化等により治す。

現在、がんになった人の

60%は治る

40%は亡くなる

http://ganjoho.jp/reg_stat/statistics/stat/summary.html

残る約半分は
難治がん・進行がん。

パラダイムシフトを起こし、新しい診断・治療法により克服する！
●ゲノム情報による個別化医療と創薬

がんはゲノムの病気： 最終的に
全ゲノム解析により究極のデータを入手
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日本で行う全ゲノム解析のメリット

がん患者レポジトリー

全ての拠点から臨床情報・
転帰情報が収集される

臨床試験へリクルート

臨床試験の日本への呼び込み
日本人がん患者の大型レポジトリー

がんの新規治療標的、薬剤反応
性・副作用の原因となる新規バイオ
マーカーの発見、知財の確保

薬剤反応性・副作用情報のフィード
バックによる知識データベースの学
習、産業育成

全ゲノム解析
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